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新役員決定

　
こ
の
た
び
、
理
事
の
互
選
に
よ
り

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
町
を

め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
社
会
情
勢
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
介
護

問
題
を
は
じ
め
、
生
活
困
窮
や
引
き
こ
も
り
、
権
利
擁

護
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
、
福
祉
課
題
も
よ
り
多
様
化

し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
公
的
制
度
も
充

実
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
サ
ー
ビ

ス
が
適
切
に
届
く
た
め
の
仕
組
み
作
り
、
ま
た
公
的
施
策

だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
問
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
が
社
会
福
祉
協
議
会
の
大
き
な
役
割
だ
と
考
え

ま
す
。

　
一
方
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
な
日
常
生
活
を
送
る
た
め

に
、
見
守
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
助
け
合
い
活
動
な
ど
、
地

域
へ
の
期
待
も
大
き
く
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
は
不
可

欠
で
す
。
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
第
一
歩
は
、
同
じ
地

域
に
暮
ら
す
良
き
隣
人
と
し
て
、
困
っ
て
い
る
人
・
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
気
づ
く
こ
と
、
そ
し
て
あ
た
た

か
い
声
を
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
誰
か
ら
も
気
づ
か
れ
ず
、
独
り
で
困
っ
て
い
る
」。
そ

う
い
う
人
が
い
な
く
な
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
挨
拶

�

会
　
長
　
岩
本
　
美
樹



　
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
任
期
満
了
に
伴
い
令
和
5
年
6
月

13
日
を
も
ち
ま
し
て
、
三
朝
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
8
月
に
就
任
し
て
か
ら
約
9
年
と
い
う
長
い
間
、
皆
様

方
の
お
力
添
え
に
よ
り
微
力
な
が
ら
会
長
と
し
て
の
役
目
を
全
う
で
き

た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
行
政
職
員
時
代
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
と
は

多
く
関
わ
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成
4
年
に
完
成
し
た
町
立
福
祉
セ

ン
タ
ー
レ
ス
ポ
ワ
ー
ル
建
設
の
際
に
は
担
当
職
員
と
し
て
。
介
護
保
険

制
度
が
始
ま
っ
て
1
年
経
過
し
た
平
成
13
年
4
月
か
ら
3
年
間
は
事

務
局
長
と
し
て
。
そ
し
て
最
後
は
会
長
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

任
期
中
は
、
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各
関
係
団
体
や
行
政
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
社
会

福
祉
協
議
会
の
本
分
で
あ
る
地
域
支
え
合
い
や
相
談
支
援
活
動
の
推

進
は
も
と
よ
り
、
介
護
保
険
事
業
並
び
に
財
政
基
盤
の
健
全
化
を
掲

げ
、
組
織
体
制
強
化
を
図
り
な
が
ら
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
様
々
な
取
り
組
み
が
将
来
の
三
朝
町
の
福
祉
向
上
に
繋
が
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
三
朝
町
は
も
と
よ
り
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会

構
造
や
家
族
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
地
域
で
住
民
同
士
支

え
合
え
る
関
係
・
体
制
作
り
が
よ
り
一
層
問
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
期
待
も
更
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
新
会
長
の
も
と
、
三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

今
後
も
益
々
発
展
し
、
地
域
福
祉
が
更
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
方

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
４
年
度　

三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告

町受託事業
○�外出支援サービス
　利用回数　月平均18回
○配食サービス
　�利用食数　月平均754食

ボランティアセンター事業
○ボランティア活動の需給調整
　４件
○ボランティア団体活動助成
　13団体　255,000円
○介護支援ボランティア事業
　ボランティア登録者数19人、活動回数延410回
○学生服リユース事業
　制服提供５件、利用申込１件

法人運営事業
○会議
　理事会４回　評議員会３回　監事会１回
　�評議員選任・解任委員会４回
　社協のあり方検討会２回
○�役員研修の実施（内部研修開催０回、
外部研修参加４回）
○�職員研修の実施（内部研修開催７回、
外部研修参加23回）

募金活動への協力
（三朝町共同募金委員会）
　赤い羽根共同募金実績
� 1,232,216円
　歳末たすけあい募金実績
� 1,033,053円

施設管理事業
指定管理者として町立福祉
センターの施設管理を実施
　有料入浴者数4,120人、
　無料入浴者数4,201人

退
任
挨
拶�

前
会
長
　
遠
藤
　
英
臣

役員紹介（任期：令和5年6月14日から令和7年定時評議員会まで）
役職 氏名 選出区分 役職 氏名 選出区分

会 長 岩本　美樹 学識経験者 副 会 長 布廣　　覚 学識経験者
理 事 岩本　志信 民生児童委員協議会 理 事 高野貴美代 ボランティア団体
理 事 田栗　幸人 福祉関係団体 理 事 谷川　博恒 福祉関係団体
理 事 徳田修一郎 地域協議会 理 事 徳田　和秀 福祉事業経営団体
理 事 矢吹　和美 行政関係者
監 事 朝倉　　聡 学識経験者 監 事 米原章太郎 学識経験者
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障がい福祉事業
○障がい者地域生活支援事業
　利用者　月平均７人
　・�健康づくりの推進、季節行事及び
外出行事の実施

○障がい者居宅介護事業
　利用回数　月平均39回
○�重度障がい児者医療型ショートステ
イヘルパー付添事業（県補助事業）
　利用回数　月平均0.1回

令和４年度決算
収入 決算額 備考 支出 決算額 備考

会 費 3,318,835 一般会費、賛助会費、特別会費 法人運営事業 8,715,365 運営事務費、会議費　等
寄 付 金 1,645,000 香典返し寄付、一般寄付 地域福祉事業 12,287,573 ボランティアセンター事業　等
補 助 金 26,926,000 町、県社協 共同募金事業 1,893,110 広報事業、福祉団体助成　等
受 託 金 27,982,108 町、県、県社協 介護サービス費 77,830,391 介護保険事業、障がい福祉事業
共同募金配分金 1,978,917 赤い羽根共同募金、歳末たすけあい 町 受 託 事 業 17,359,879 配食サービス事業　等
介護サービス 76,130,552 介護保険事業、障がい福祉事業 県、県社協受託事業 9,093,931 生活困窮者自立支援事業　等
事 業 収 入 1,385,880 入浴料等の利用料 施設管理事業 16,479,371 福祉センター管理運営費
そ の 他 38,024,136 繰越金、預金利息　等 繰 越 金 33,731,808
収 入 合 計 177,391,428 支 出 合 計 177,391,428

地域福祉活動の推進
○小地域ネットワーク事業の充実
　集落福祉活動の推進
　・�山田一区、三朝区（支え愛マップの作製）　・上西谷区、三軒屋区、下西谷区（学習会への職員派遣）
　愛の輪運動　一人暮らし高齢者等の見守り、対象者25人、訪問員24人
　救急医療情報キットの配布　総配布数389世帯
　福祉関係者合同研修会　３月５日開催　参加者61人
○ボランティア配食サービス　�年55回、632食を配達、調理ボランティア延245人、配達ボランティア延207人
○生活支援コーディネーター事業（町受託）　居場所づくり支援、17集落でのサロン開催
○サロン事業（町受託）　いきいき元気サロン開催42回、延473人参加　
○ショッピングデイサービス（町受託）
　�介護予防と買物支援を一体的に実施。吉田区12回、延104人。西小鹿区８回、延12人。小河内区11回、延89人。
○高齢者の閉じこもり・介護予防、生きがいづくり事業の推進
　地区別高齢者交流会の開催　66回、延利用者874人
○�総合相談所　開設12回、相談受付15件、相談員研修２回実施
○福祉資金貸付　０件
○�生活福祉資金貸付（県社協受託）　新型コロナ特例貸付２件
○日常生活自立支援事業（県社協受託）　利用者数５人
○生活困窮者自立支援事業（県受託）　プラン策定２件
○福祉教育推進事業の実施
　車いす体験　小学４年生46人
　トライワークみささ受入れ　三朝中学校２年生２人
○福祉教育の推進
　福祉教育推進活動助成
� 　小・中学校、保育園　155,800円

いきいき元気サロン
介護保険事業
○居宅介護支援事業
　ケアプラン及び介護予防プラン作成　月平均104件
　要介護認定調査受託　月平均６件
　三朝町地域包括支援センター連絡会参加３回
○通所介護事業　利用者　月平均430人
　・利用者拡大、満足度向上に向けた取組み
　・季節行事・外出行事の実施
　・ゆけむりだよりの発行６回
　・�個別支援の強化（趣味活動や機能訓練の取組み）
　・�中部ふるさと広域連合介護認定審査会委員派遣13回
○訪問介護事業　利用回数　月平均198回
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法
人
化
50
周
年
　
三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
歩
み

年　
度

出　
　
　
来　
　
　
事

昭
和
48
年

社
会
福
祉
法
人
三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立

（
そ
れ
以
前
も
三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
存
在
）

社
協
の
事
務
所
は
役
場
庁
舎（
現
在
の
三
朝
温
泉
観
光
商
工
セ
ン
タ
ー
）

の
一
角
に
あ
り
ま
し
た
。

【
実
施
事
業
】・
調
査
活
動
の
実
施
・
心
配
ご
と
相
談
所
運
営
・
老
人
憩

い
の
家（
や
す
ら
ぎ
荘
）運
営
・
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
・
世
帯
更
生

資
金
貸
付
事
業
・
共
同
募
金
事
業
・
福
祉
団
体
助
成

【
予
算
規
模
】約
１
，
２
０
０
万
円

昭
和
51
年

社
協
事
務
所
が
役
場
新
庁
舎（
現
在
の
庁
舎
）の
一
角
に
移
転

昭
和
52
年

広
報
誌
「
社
協
だ
よ
り
」（
現
在
の
福
祉
み
さ
さ
）第
1
号
発
行

昭
和
53
年

賛
助
会
員
制
度
新
設

葬
儀
用
祭
壇（
仏
式
2
基
、
神
式
1
基
）貸
出
事
業
開
始

昭
和
56
年

心
身
障
が
い
者
へ
の
実
態
意
向
調
査
を
実
施

昭
和
59
年

国
際
障
害
者
年
長
期
計
画
事
業
の
一
環
と
し
て
障
害
者
福
祉
大
会
を
開

催　
１
０
０
名
参
加

昭
和
61
年

第
1
回
三
朝
町
ふ
れ
あ
い
広
場
開
催　

２
５
０
名
参
加

社
協
事
務
所
が
役
場
庁
舎
裏
の
建
物
に
移
転

昭
和
62
年

地
域
福
祉
県
民
運
動
推
進
事
業
と
し
て
「
愛
の
輪
運
動
」開
始

昭
和
63
年

組
織
体
制
見
直
し　
理
事
10
名
か
ら
12
名
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
評
議
員
を
理
事
か
ら
分
離
し
て
35
名
選
任

法
人
対
象
に
特
別
会
員
制
度
新
設

平
成
元
年

老
人
憩
い
の
家（
や
す
ら
ぎ
荘
）で
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス

開
始

町
内
6
地
区
で
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
」開
催

平
成
2
年

老
人
憩
い
の
家（
や
す
ら
ぎ
荘
）で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始

【
予
算
規
模
】約
５
，
７
０
０
万
円

年　
度

出　
　
　
来　
　
　
事

平
成
4
年

町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。
社
協
事
務
所
も
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

移
転

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
Ｂ
型（
重
介
護
対
応
）に
移
行

知
的
・
精
神
障
が
い
者
通
所
作
業
所
を
開
設

第
1
回
三
朝
町
福
祉
大
会
を
開
催

地
区
別
老
人
の
日（
現
在
の
高
齢
者
交
流
会
）事
業
開
始

【
予
算
規
模
】約
1
億
１
，
０
０
０
万
円　
【
職
員
体
制
】22
名

平
成
5
年

民
間
助
成
制
度
を
活
用
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
整
備

広
報
誌
「
社
協
だ
よ
り
」を
「
福
祉
み
さ
さ
」に
改
名

法
人
化
20
周
年

平
成
6
年

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
町
民
意

識
調
査
を
実
施

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
喜
苑
」が
横
手
に
オ
ー
プ
ン

平
成
8
年

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
Ａ
型
に
移
行
し
、
重
度
利
用
者
の
受
け
入
れ
を

強
化

入
浴
車
に
よ
る
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
開
始

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
発
足

平
成
9
年

国
の
「
ふ
れ
あ
い
の
町
づ
く
り
事
業
」の

指
定（
5
年
）を
受
け
事
業
型
社
協
を
推
進

作
業
所
を
「
知
的
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
」に
移
行（
町
受
託
）

移
送
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
成
11
年

46
集
落
で
福
祉
座
談
会
を
開
催
、
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
説
明

介護保険事業所開設（平成12年）
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◆
香
典
返
し
寄
付
者

片　
柴　
　
福
本　
博
司
様 

（
故
悦
子
様
）�

金
一
封

助　
谷　
　
近
藤　
正
徳
様 

（
故
恒
江
様
）�

金
一
封

吉　
田　
　
山
本　
　
賢
様 

（
故
美
都
里
様
）�

金
一
封

曹
源
寺　
　
安
本　
和
之
様 

（
故
幸
江
様
）�

金
一
封

　
牧　
　
　
谷
川　
道
朗
様 

（
故
ち
ず
こ
様
）�

金
一
封

倉
吉
市　
　
舟
木　
春
子
様 

（
故
岩
﨑
秀
野
様
）�

金
一
封

倉
吉
市　
　
岡
﨑　
信
子
様 

（
故
薫
様
）�

金
一
封

大　
瀬　
　
福
山　
博
正
様 

（
故
愛
子
様
）�

金
一
封

西
小
鹿　
　
秋
﨑　
順
次
様 

（
故
た
け
子
様
）�

金
一
封

三　
徳　
　
津
村　
猷
徳
様 

（
故
操
子
様
）�

十
万
円

山　
田　
　
三
木　
卓
也
様 

（
故
功
子
様
）�

金
一
封

横　
手　
　
小
椋　
美
子
様 

（
故
重
治
様
）�

金
一
封

倉
吉
市　
　
坂
出　
茂
樹
様 

（
故
写
智
子
様
）�

金
一
封

砂　
原　
　
藤
井　
佳
臣
様 

（
故
定
代
様
）�

金
一
封

◆
一
般
寄
付
者

横　
手　
　
中
山
イ
ツ
子
様 

（
地
域
福
祉
の
た
め
に
）�

五
千
円

※‌�
寄
付
者
及
び
寄
付
金
額
の
記
載
は
、
寄
付
者
ご
本
人
の
了
解
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
金
一
封
の
記
載
は
金
額
の
多
少

に
関
わ
ら
ず
、
寄
付
者
の
ご
本
人
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
。

～
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

《
寄
付
紹
介
》

年　
度

出　
　
　
来　
　
　
事

平
成
12
年

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
。県
指
定
事
業
者
と
し
て
介
護
保
険
事
業
開
始
。

【
予
算
規
模
】約
1
億
９
，
３
０
０
万
円　
【
職
員
体
制
】38
名

平
成
15
年

天
神
川
流
域
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
協
議
会
設
立（
平
成
の
大
合
併
準

備
。
三
朝
町
は
合
併
せ
ず
）

障
害
者
支
援
費
制
度
ス
タ
ー
ト
。事
業
者
と
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
を
開
始
。

平
成
18
年

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
。
県
指
定
事
業
者
と
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事

業
を
実
施
。

平
成
20
年

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

住
民
福
祉
意
識
調
査
を
実
施

平
成
21
年

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
模
擬
訓
練
を
実
施

平
成
23
年

東
日
本
大
震
災
発
生

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
事
業
開
始

平
成
27
年

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
開
始（
県
社
協
受
託
）　

判
断
力
が
低
下
し
た

人
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
や
日
常
的
金
銭
管
理
を
支
援
す
る

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
開
始（
県
受
託
）

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
開
始（
町
受
託
）

平
成
28
年

鳥
取
県
中
部
地
震
発
生　
三
朝
町
生
活
支
え
愛
セ
ン
タ
ー（
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）を
設
置

平
成
29
年

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
開
始（
町
受
託
）

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置（
町
受
託
）

平
成
30
年

7
月（
西
日
本
）豪
雨
発
生

令
和
元
年

支
え
愛
マ
ッ
プ
作
成
の
取
り
組
み
が
始
ま
る

（
吉
田
区
）

学
生
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
開
始

令
和
3
年

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
開
始

（
町
受
託
）

令
和
5
年

【
予
算
規
模
】約
1
億
６
，
４
０
０
万
円

【
職
員
体
制
】27
名

支え愛マップ作成

（5）



で
竹
田
に
行
っ
て
戻
っ
た
ら
1
日
仕
事
で
し

た
。
あ
る
時
、
時
間
の
都
合
で
ど
う
し
よ

う
も
な
く
自
分
の
軽
ト
ラ
で
行
こ
う
と
し

た
ら
、
役
場
の
職
員
が
「
許
可
は
と
っ
た
だ

か
え
」と
言
う
の
で
「
許
可
が
あ
ろ
う
が
な

か
ろ
う
が
、
こ
れ
に
乗
ら
ん
と
仕
事
に
な
ら

―
家
庭
奉
仕
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け

　

高
橋
区
で
皆
が
自
動
車
免
許
を
取
得
し

始
め
て
、
夫
に
「
免
許
取
っ
と
い
た
ら
」と

言
わ
れ
自
転
車
に
も
乗
れ
な
か
っ
た
け
ど
一

念
発
起
し
て
学
校
に
通
い
ま
し
た
。
免
許

を
取
っ
て
何
か
し
ら
の
仕
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら

社
協
か
ら
家
庭
奉
仕
員
の
募
集
が
出
て
い

る
こ
と
を
役
場
に
勤
め
て
い
た
知
り
合
い
が

教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
応
募
し
て
昭
和

46
年
6
月
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の

社
協
は
、
今
の
商
工
セ
ン
タ
ー
の
所
に
あ
っ

た
役
場
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
年
に
一
回
行

く
か
ど
う
か
の
役
場
の
中
で
勤
め
る
の
は

最
初〝
き
ょ
う
と
か
っ
た
〟で
す
。

―
家
庭
奉
仕
員
と
し
て
勤
め
て
み
て

　
利
用
者
さ
ん
の
自
宅
に
は
バ
ス
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。
バ
ス
の
本
数
も
少
な
か
っ
た
の

ん
」と
言
い
返
し
て
仕
事
に
出
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
一
緒
に
家
庭
奉
仕
員
を
し
て
い

た
人
は
ご
自
身
の
原
付
で
行
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
古
の
軽
自

動
車
が
用
意
さ
れ
て
、
だ
い
ぶ
仕
事
が
や

り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

寝
た
き
り
高
齢
女
性
の
利
用
者
さ
ん
を

訪
問
し
た
時
に
、
そ
の
人
の
枕
元
で
ご
主

人
と
日
頃
の
様
子
等
に
つ
い
て
話
を
し
て
い

る
と
、「
お
じ
い
さ
ん
と
ば
っ
か
り
話
し
て
」

と
怒
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
人
さ
ん

と
き
ち
ん
と
話
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
反

省
し
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
家

庭
奉
仕
員
を
す
る
自
分
に
と
っ
て
も
全
て

が
初
め
て
な
の
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
は

ダ
メ
な
の
で
研
修
に
い
っ
ぱ
い
参
加
し
ま
し

た
。
中
部
に
お
い
て
も
、
も
ち
ま
わ
り
で
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ
家
庭
奉
仕
員
の

仲
間
が
い
る
の
は
心
強
か
っ
た
で
す
。
特
に

北
条
の
日
置
さ
ん
は
福
祉
の
短
大
を
出
て

い
た
ら
し
く
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

利
用
者
さ
ん
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時

に
は
岡
本
先
生
と
一
緒
に
訪
問
し
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
人
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
勤
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
退
職
後
そ
し
て
今

　
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
野
菊
の
会
」で
お

弁
当
づ
く
り
を
し
た
り
、
民
生
委
員
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
仲
間
と
一
緒

に
活
動
し
て
素
敵
な
時
間
を
持
て
ま
し
た
。

　

家
庭
奉
仕
員
時
代
に
、
飲
み
水
が
な
く

な
っ
て
枕
元
の
手
洗
い
水
を
少
し
ず
つ
口
に

含
ん
で
い
た
、
と
寝
た
き
り
の
利
用
者
さ

ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
誰
か

近
所
の
人
が
声
を
か
け
見
回
っ
て
あ
げ
て
い

た
ら
飲
み
水
の
不
自
由
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う

に
、
話
し
相
手
が
い
た
な
ら
寂
し
さ
も
ま

ぎ
れ
た
だ
ろ
う
に
」と
同
僚
と
い
つ
も
話
し

合
っ
て
い
た
、
あ
の
頃
の
想
い
が
い
ろ
ん
な

活
動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
自
宅
で
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
ま

す
。
週
に
何
回
か
、
高
橋
の
友
達
と
一
緒
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
初
め
て
利
用
す
る
人
に
ト

イ
レ
の
場
所
を
教
え
た
り
、
お
膳
を
さ
げ

る
の
を
手
伝
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

の
人
は
「
わ
か
ら
ん
こ
と
も
わ
か
ら
ん
」状

態
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
が
困

る
こ
と
が
な
い
よ
う〝
し
ゃ
ま
こ
い
て
〟ま
す

(

笑)

。

話話
をを
聴
か
せ
て

聴
か
せ
て高橋区　岸田眞智子さん

（92歳）

高橋公民館サロン

更生保護活動

法
人
化
50
周
年

特
別
編

三朝町最初の家庭奉仕
員（ヘルパー）の岸田眞
智子さん。当時の仕事
の様子や現在について
聴きました。
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